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健やか食育プロジェクト事業報告書 

 

健康福祉事務所名 加古川健康福祉事務所 

 

１ 食育推進体制の整備 

食育推進 

課題 

・平成 28 年度ひょうご食生活実態調査（15 歳以上）から、東播磨圏

域では、「主食・主菜・副菜の３つを組み合わせた食事を１日に２回

以上を週６日以上食べる人の割合」が 47.3％と、兵庫県食育推進計

画（第３次）における目標値（70％以上）に達していない。 

・また、朝食に副菜を食べている人の割合が 36.9％と全県

（39.9％）と比較して低く、１日あたりの野菜の摂取量が 254ｇと 1

日あたりの平均摂取量の目標値（350ｇ）に達していない。 

・特に若い世代は、食に関する知識や意識、実践の面で他の世代より

課題が多く、さらなる取組の強化が必要である。 

今年度の 

推進方策 

 若い世代の食育力強化に向けて、食生活改善にむけた啓発媒体を、

学識経験者や医療機関、関係団体、食品関連事業者（食の健康協力店）、

市町等と協働し、作成する。 

成 果 

・地域の食生活課題と目標の共有を図ることができ、課題解決に向け

て共に検討し、啓発活動が効果的と思われる対象者とテーマの設定が

できた。 

・活動分野や日頃関わる対象者（住民）が異なる機関が意見を出し合

い、それぞれの活動において活用できる啓発媒体（朝食の内容の充実）

を作成することができた。 

・関係機関が互いの活動について理解を深め、各々の知識とスキルを

共有することにより、関係機関の活動の充実につながる情報交換が実

施できた。 

今後の 

方向性 

今 年 度 作 成 し た 媒 体を活用 し、各関 係 機関が 若 い世代（ 特 に

食 生 活 を 意 識 す る 妊産婦）に 対し、朝 食の内容 の充実 に 向け

て 普 及 啓 発 を 行 う 。  

 

 

２ 会議の開催状況 

実施日時 令和２年９月８日（火）  13:30～15:00 

参 集 者 

（団体数 

及び人数） 

食育に関する学識経験者、医療機関、食品関連事業者（食の健康協力

店）、加古川健康福祉事務所管内栄養士会、加古川健康福祉事務所管

内いずみ会、市町（母子保健所管課、児童福祉所管課）関係機関   

計 11機関・11名 

協議内容 

・事業の趣旨説明 

・令和２年度の実践活動について（対象者の具体化、啓発媒体の方向

性の検討） 

今後の 

方策 

地域の食生活課題解決に向けて、啓発媒体の効果的な活用方法を検討

する。 



３ 食育実践活動の結果 

テーマ 若い世代の食生活課題の改善に向けて 

対象及び 

参加者数 

①関係機関（６機関６名） 

②関係機関（５機関５名） 

③関係機関（７機関７名）※新型コロナウイルス感染症の状況により書面開催 

事業内容 

日時・場所 内  容 講師・運営ｽﾀｯﾌ 

①10月５日（月） 

13：30～15：00 

加古川総合庁舎 
次年度の食育実践活動へ向けた 

ワーキング 

○若い世代を対象とした朝食内

容の充実に向けた啓発媒体を

作成。対象者の具体化、掲載

内容、形態等を検討。 

 

医療機関 

食の健康協力店 

管内栄養士会 

市町母子保健機関 

②10月30日（金） 

13：30～15：00 

加古川総合庁舎 

③11月25日（水） 

※新型コロナウイルス感

染症の拡大防止の観

点より書面開催 

成 果 

【成果】  

・若い世代（特に妊産婦）を対象とした、朝食の内容充実に向けた啓発媒

体を、関係機関と協力し完成させることができた。 

・活動分野が異なる機関が互いの活動について理解を深め、それぞれの知

識とスキルを共有することができた。 

・栄養士など専門職の配置有無に関わらず、関係機関が食育の充実に向け

て積極的に活動する意識付けを行う機会となった。 

 

【評価指標と目標値及び達成状況】  

（１）本プロジェクトを通じて、関係機関の活動について理解できたか。 

   できた・ややできた…100％ 

（２）地域の食の課題について把握できたか。 

   できた・ややできた…86％ 

（３）今後地域課題を改善するために、食育の充実に向けた活動を実施したいか。 

   思う・やや思う…86％ 

（４）今年度作成した媒体を貴所属において活用できそうか。 

   できそう・ややできそう…86％ 

 

 

今後の課題 

今年度作成した媒体を活用し、関係機関が若い世代（特に妊産婦）に対し、

効果的に普及啓発を行う。 

 

※プログラムや内容がわかる資料を抜粋し添付すること。 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

食育に関する学識経験者、医療機関、食品関連事業者（食の健康協力

店）、加古川健康福祉事務所管内栄養士会、加古川健康福祉事務所管

内いずみ会、市町（母子保健所管課、児童福祉所管課）関係機関 

【内容】 

○趣旨説明（２ヶ年計画の流れについて） 

○東播磨地域の食生活の課題の共有 

○課題解決に向けた普及啓発活動の検討 

【検討結果】  

 ○若い世代の中でも食生活を意識する妊産婦を対象に普及啓発を実施する。 

○朝食の欠食を改善するだけではなく、朝食の内容の充実に向けた媒体を作成する。 

 

 

～令 和 ２年 度 健 やか食 育 プロジェクト事 業 ～ 

若 い 世 代 の 食 生 活 の 課 題 改 善 に 向 け て  

健やか食育プロジェクト会議の設置 

加古川健康福祉事務所 

若い世代は、朝食の欠食や朝食に副菜を食べている人の割合が低いこと等、食

に関する知識や、意識、実践の面で他の世代より課題が多い。県食育推進計画

（第３次）の重点課題である、若い世代の食育力の強化は、東播磨地域でも同

様に課題である。 

構成員 

背景 

・医療機関、食の健康協力店、市町、その他関係団体が、地域課題と目標を共有

し、若い世代の食生活の課題改善に向けた普及啓発活動を実施する。 

・分野が異なる機関が互いの活動の理解を深め、知識やスキルを共有し、関係機

関の地域活動の充実を図る。 

方向性 

若い世代 

学識経験者 

食育関係団体 

市町関係部局 

医療機関 食の健康協力店 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朝食の内容の充実に向けた食育媒体の作成 実践活動 

日程：①令和２年 10 月５日（月）②10 月 30 日（金）③11 月 25 日（水） 
※③は新型コロナウイルス感染症の状況により、書面開催に変更。 

 

参集者：医療機関（管理栄養士） 

    食の健康協力店（中食販売店） 

    加古川健康福祉事務所管内栄養士会 

    加古川市育児保健課 

    高砂市健康増進課 

    播磨町すこやか環境グループ 

    稲美町こども課 

    ※市町は保健師を参集 

 

・本プロジェクトを通して、関係機関がお互いの活動について理解することができ、

併せて東播磨地域の食の課題について把握することができた。 

・普段あまり意見が伺うことができない機関や団体とお話ができて有意義だった。 

令和２年度に作成した媒体を活用し、関係機関が若い世代（特に妊産婦）を対象に、

朝食内容の充実に向けた普及啓発活動を実施。 

デジタルのイラストは

見慣れているため、手

書きのイラストの方が

目にとまりやすく、温

かみがある。 

朝食の内容は対象

者によって異なる

ため、自分のライ

フスタイルにあっ

た朝食を自ら選択

できる方が良い。 

☆アンケート結果より☆ 

同時にたくさんの資料配布をする 

時に、手にとり、見てもらえるよう

わかりやすいレイアウトが良い。 

なるべく文字数は少なく、パッと

みてどのような媒体がわかるよう

にする。 

今後の方向性 


